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人格的自律（personal autonomy）や自律的行為者性の説明に

おいて、「自己統制的方針(self-governing policy)」が重要な役割

を果たすと指摘されることがある。 

「自己統制的方針」の概念は、マイケル・ブラットマンによって、

行為者性の問題を自然主義的に解決しうる心的態度として導入

された(Bratman 2000)。ブラットマンは反省的で、計画に似た、時

間的な幅をもった態度としての自己統制的方針の概念に訴える

ことで、行為者性の問題を解決できると主張した。彼によれば、

この三つの特徴を備えた心的態度の存在に訴えれば、ドナル

ド・デイヴィッドソンによる行為者性の説明に対してしばしば指摘

される行為者不在問題を回避することができる。同時に、ロデリッ

ク・チザムがしたように、行為者という神秘的な存在者を導入する

必要もなくなる。 

ブラットマンによれば、自己統制的方針の概念に訴えることで、

行為者不在問題を解決する形で行為者性を自然主義的に説明

できるだけでなく、ハリー・フランクファートの階層モデル的な自

律論が抱える問題点を解決し、モデルを改良することもできる。

フランクファートは、高階の欲求に訴えることで自由意志や人格

の概念について説明しようとした(Frankfurt 1971)。このフランクフ

ァートのモデルは、一方では両立論的な自由意志論として自由

意志の形而上学において受容されたが、同時に、人格的自律を

説明するためのモデルとしても広く議論を喚起してきた。フラン

クファートのモデルを自律の説明に用いる際にしばしば指摘さ

れる問題に、高階の欲求はそれ自体欲求であることから、n 階の

欲求に従うことが自律的だと言えるか否かが本性上問題になりえ、

それゆえに無限後退に陥りかねない、というものがある。ブラット

マンが提唱した自己統制的方針の概念は、それ自体は欲求で

はなく、かつ欲求を対象として取る形で自律的なものにするよう

な高階の態度であるため、無限後退の問題を解決へと導きうる

概念でもあるとされる（J. S. Taylor, 2008）。 

この自己統制的方針の概念は、自律についてのよりきめ細か

な説明を可能にするスージー・キルミスターの「自己統制の四次

元説」において、重要な拡張を施されている（Killmister, 2018）。

ブラットマンにおいては、自己統制的方針は第一義的には行為

者性を説明する概念であり、意図の形成や行為に関わるもので

あった。これに対して、キルミスターの拡張された自己統制的方

針は、信念、計画、価値付けにまたがる「自己定義的態度」を対

象に取り、その形成の仕方に関する規則を制定するような態度

である。 

本発表では、ブラットマンとキルミスターそれぞれの理論の枠

組みと、「自己統制的方針」概念の用法を整理した上で、「自己

統制的方針」の概念が自律の説明にとって持つ意義を明らかに

することを目指す。 

キルミスターが自己統制的方針の概念を拡張しつつ自分の理

論に取り込もうとするとき、ブラットマンが構築しようとした自律的

行為者性の自然主義的理論や、ブラットマンが前提とする人格

の「ロック的同一性」の理論は十分考慮に入れられていないよう

に思われる。したがって、キルミスターは自己統制的方針の概念

をブラットマンに由来するものだとしてはいるものの、その内実

は換骨奪胎されているようにも思われる。本稿では換骨奪胎そ

のものが問題であるという立場は取らないが、概念内容の変更

が十分な説明なしになされているため、キルミスターの考える自

己統制的方針がどのようなものであるのかがわかりにくくなって

いることは問題であるように思われる。 

このような問題意識に基づき、本発表では、まずはブラットマ

ンにおける自己統制的方針がどのような内実と役割を持ってい

たかを確認する。加えて、キルミスターの拡張された自己統制的

方針がどのような内実と役割を持つ概念であるのかを明らかに

する。ブラットマンについては自己統制的方針と行為者性の関

係、キルミスターについては自己統制的方針と自己定義的態度

の関係を整理することで、それぞれの議論において自己統制的

方針の概念が果たす役割を明確にしたい。 

この作業を通して、「自己統制的方針」という概念が持つポテ

ンシャルについて考えたい。その際、この概念が行為者性や人

格的自律、人格的同一性、あるいは実践的アイデンティティにと

ってどのような含意を持ちうるかが重要な観点となるはずである。 
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